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当
組
合
は
第
15
回
通
常
総
代
会

を
8
月
18
日
午
後
2
時
よ
り
、
大

阪
市
中
央
区
の
国
民
會
館
大
ホ
ー

ル
に
お
き
ま
し
て
、
大
阪
府
副
知

事
の
竹
内
様
、
高
槻
副
市
長
の
石

下
様
、
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
次

長
の
合
田
様
を
は
じ
め
、
関
係
各

方
面
よ
り
多
数
の
ご
来
賓
を
お
迎

え
し
、
総
代
2
4
3
名
中
1
7
8

名（
う
ち
委
任
状
64
名
）
の
出
席

に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

議
案
は

第
1
号
議
案

　「
平
成
27
年
度
事
業
報
告
、貸
借

対
照
表
、損
益
計
算
書
、剰
余
金
処

拡
大
し
て
い
ま
す
。北
摂
地
域
と

中
河
内
は
す
で
に
蔓
延
し
て
い
て 

南
河
内
、
泉
州
に
広
が
る
の
も
時

間
の
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ナ
ラ
枯
れ
で
枯
れ
た
木
は
大
木

が
過
半
を
占
め
ま
す
か
ら
、
そ
れ

が
倒
れ
る
と
、
山
崩
れ
の
原
因
と

も
な
り
、
斜
面
直
下
の
人
家
や
道

路
が
被
害
を
受
け
ま
す
。

　

大
阪
府
で
は
今
年
か
ら
始
ま
る

森
林
環
境
税
事
業
で
ナ
ラ
枯
れ
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。主
要
道
路
の

直
上
の
枯
れ
た
木
を
伐
採
し
、
安

全
を
確
保
す
る
こ
と
が
直
接
的
な

狙
い
で
す
が
、
伐
採
後
の
植
栽
な

ど
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
数
年
前
ま
で
は
、
白

山
あ
た
り
の
ミ
ズ
ナ
ラ
の
ナ
ラ
枯

れ
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
カ
シ
ノ

ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
が
京
都
ま
で
広

が
り
、
北
摂
に
伝
染
し
た
と
言
わ

8
月
18
日 

第
15
回
大
阪
府
森
林
組
合

通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
阪
府
森
林
組
合

代
表
理
事
組
合
長 
栗
本
　
修
滋

　

本
年
8
月
18
日
、
第
15
回
総
代

会
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。組
合
員
の
皆
様
の
格
別
の

ご
高
配
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
山
々
の
紅
葉

が
は
じ
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、残
念
な
が
ら
、今
年
は
夏
を
過

ぎ
た
こ
ろ
か
ら
葉
が
赤
茶
け
、
紅

葉
と
見
間
違
う
ほ
ど
ナ
ラ
枯
れ
が
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れ
て
い
ま
し
た
。最
近
の
見
解
で

は
、
も
と
も
と
関
西
周
辺
に
生
息

し
て
い
る
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム

シ
の
よ
う
で
す
。ご
存
知
の
よ
う

に
、
ク
ヌ
ギ
や
コ
ナ
ラ
が
使
わ
れ

な
く
な
っ
て
大
木
化
し
た
こ
と
が

カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
を
元
気

づ
け
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
一
方
、
今
年
は
シ
イ
タ
ケ

原
木
が
全
国
的
に
不
足
し
て
、
組

合
員
さ
ん
に
も
原
木
を
満
足
に
供

給
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
、
申
し

訳
な
く
思
っ
て
い
る
次
第
で
す
。

こ
れ
を
機
に
、
組
合
員
の
皆
様
の

ご
理
解
を
得
て
ク
ヌ
ギ
林
な
ど
で

萌
芽
更
新
に
よ
る
若
返
り
事
業
を

考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

先
人
が
守
り
育
て
て
き
た
山
の

資
源
を
後
世
に
引
き
継
げ
る
よ
う

に
職
員
と
と
も
に
尽
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

分
案
、
注
記
表
及
び
附
属
明
細
書

の
承
認
に
つ
い
て
」

第
2
号
議
案

　「
平
成
28
年
度
事
業
計
画
の
設

定
に
つ
い
て
」

第
3
号
議
案

　「
平
成
28
年
度
借
入
金
の
最
高

限
度
額
の
決
定
に
つ
い
て
」

第
4
号
議
案

　「
平
成
28
年
度
余
裕
金
預
け
入

れ
先
の
決
定
に
つ
い
て
」

第
5
号
議
案

　「
役
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て
」

第
6
号
議
案

　「
役
員
報
酬
の
決
定
に
つ
い
て
」

附
帯
決
議

を
上
程
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
各
議

案
と
も
原
案
通
り
可
決
・
承
認
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご 

挨 

拶

岐阜県銘木協同組合のセリに出品されたケヤキ 9.0m材

大阪府竹内副知事
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科 目 内 訳 小 計 合 計
（資産の部）

流動資産
現金・預金 944,771,007
さきもり基金 506,097,683�
受取手形 18,839,437
売掛金・未収金 42,528,498
上記 2項目の貸倒引当金 △ 406,000 60,961,935

たな卸資産 26,402,574�
その他 10,378,718

流動資産合計 1,548,611,917

固定資産
有形固定資産 1,118,697,196
　減価償却累計額 △ 789,199,498 329,497,698
無形固定資産 460,668

外部出資
系統出資金 35,870,000
系統外出資金 19,831,960

外部出資金合計 55,701,960

その他の固定資産
農林漁業資金貸付金 26,371,672
　　貸倒引当金 △ 177,000 26,194,672
その他 5,000,000
その他の固定資産合計 31,194,672

固定資産合計 416,854,998
資産合計 1,965,466,915

科 目 内 訳 小 計 合 計
（負債の部）

流動負債
買掛金 3,177,278
未払金 122,599,442
前受金 13,284,794
預り金 7,384,857
その他 23,450,400

流動資産合計 169,896,771

固定負債
農林漁業資金借入金 26,371,672
林構施設借入金 51,556,073
預り保証金 9,670,000
退職給付引当金 121,951,310
役員退任慰労金引当金 11,909,152��
基金預り金 504,000,000
組合拠出金 △ 88,100,000 415,900,000
その他積立金・基金 498,775,340
固定負債合計 ���1,136,133,547

負債合計 1,306,030,318

（資本の部）
出資金 201,195,000

出資金合計 201,195,000
剰余金
準備金・積立金 384,273,935
当期末処分剰余金 73,967,662

剰余金合計 458,241,597
資本合計　　 659,436,597

負債・資本合計 1,965,466,915

科 目 小 計 合 計
Ⅰ事業総損益
　　1. 収益 1,272,294,536
　　2. 費用 1,000,276,820
　　事業総利益 272,017,716
Ⅱ事業管理費
　　1. 人件費 191,258,906
　　2. 旅費交通費 3,778,676
　　3. 事務費 5,533,072
　　4. 業務費 3,910,478
　　5. 諸税負担金 4,918,516
　　6. 施設費 59,221,451
　　7. 雑費 395,513
　　事業管理費計 269,016,612
　　事業利益 3,001,104
Ⅲ事業外損益
　　1. 事業外収益 11,273,937
　　2. 事業外費用 3,312,352
　　事業外損益 7,961,585
　　経常利益 10,962,689
Ⅳ特別損益
　　1. 特別利益 28,964,775
　　2. 特別損失 1,589,375
　　特別損益 27,375,400
　　税引前当期利益 38,338,089
　　法人税及び住民税額 2,339,135
　　当期剰余金 35,998,954
　　前期繰越剰余金 37,968,708
　　当期未処分剰余金 73,967,662

部 門 別 費 用 収 益 損 益

指 導 部 門 1,794,221 1,746,482 △ 47,739

販 売 部 門 162,626,063 178,682,737 16,056,674

加 �工 �部 �門 113,838,962 124,791,174 10,952,248

森林整備部門 722,017,610 967,074,143 245,056,533

合　　　計 1,000,276,820 1,272,294,536 272,017,716

摘 要 積算内訳 小 計 合 計
Ⅰ当期未処分剰余金 73,967,662

Ⅱ剰余金処分額
　　1. 法定準備金 当期剰余金の

　　5分の1以上
7,200,000

　　2. 任意積立金 0 7,200,000
Ⅲ次期繰越剰余金 66,767,662

平成27年度決算報告
貸借対照表（平成28年5月31日現在）

損益計算書（平成27年6月1日〜平成28年5月31日） 部門別損益計算書

平成27年度剰余金処分案　

1. 受取手形の割引高は 0円である。
2. 受取手形の裏書譲渡高は 0円である。

（単位：円）

（単位：円） （単位：円）

（単位：円）
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　平成28年度においては、組合員所有森林を中心
に森林経営計画を策定しながら、施業の集約化に
よる効率的な森林整備に取り組むとともに、搬出
した木材の有効活用を進めます。
　今後は用材のみならず、従来、放置していた未
利用材も燃料材として利用するなど、木材資源の
高度利用を図ります。
　さらに平成28年度より実施される大阪府の「森
林環境税」においては、持続的な森づくりに寄与
する森林作業道の恒久化を進める事業を、府内10
箇所で実施予定です。
　当組合では、本事業の推進を森林防災機能や水
源涵養機能の向上につなげることで、府民の安全
安心に寄与するだけでなく、組合員の貴重な財産
である森林資源の保全に結び付けられることから、
重要な責務と考えています。
　加えて大阪府及び関係市町村が発注する森林整
備など各種事業についても、組合の運営を支える
ための必要な業務と位置付けて、入札への参加な
ど積極的に事業の獲得に向けた取り組みを進める
予定としています。
昨年末に発生した大きな事案を乗り越え、より健
全な組織になったことを内外にお示しする1年に
するため、役職員一同、奮励努力する所存です。
　加えて各支店においては、下記に挙げる項目を
重点取り組み事項として位置付け、事業の推進を
図ります。

部 門 費 用 収 益 損 益

指導部門 1,960 1,840 △ 120

販売部門 172,710 191,000 18,290

加工部門 112,630 126,000 13,370

森林整備部門 810,980 1,033,567 222,587

合　　計 1,098,280 1,352,407 254,127

Ⅰ．事業総利益����������254,127

Ⅱ．事業管理費����������253,600

Ⅲ．事業外損益�����������3,046

Ⅳ．特別損益������������6,699

Ⅴ．利益剰余金（税引前剰余金）��� 10,272

平成28年度事業計画
1 損益及び取扱計画 2 損益計画 （単位：千円）（単位：千円）

○豊能支店
◦薪を中心とした広葉樹林の資源循環利用促進。
◦林縁部における緩衝帯整備など獣害対策の推進。
◦松茸山再生整備の研究と実践。
◦林業担い手などの人材育成のための事業の実施。

○三島支店
◦�蓄積された技術と経験、資格を兼ね備えた人材と
保有機械設備を活用する事業の提案、獲得、実行。
◦�行政または民間と連携した地域森林整備の継続
発展。
◦�事業の効率化及び技術向上により、生産力の増し
た間伐材生産に対する地域での需要創出。

○南河内支店
◦�木材の生産〜流通〜加工〜利用というそれぞれ
の機能を高度発揮させ、事業の確立とフローの
構築を図る。

◦�市街地などにおける樹木や草地の管理など、組合
の技術を生かすことができる公共及び民間発注
事業の受注拡大を目指す。

◦�バイオマス発電所へのチップ供給など、間伐材の
新たな活用の模索と事業化に向けた取り組みの
推進。

○泉州支店
◦地元市町との関係強化。
◦「いずもく」を主軸とした販売事業の拡大。
◦民間事業の受注拡大。

○特別事業部
◦�森林観光センターは関係各機関と運営状況など
情報の共有につとめ、連携して安定運営を進める。

◦�バイオコークスの新たな利用方策を探り、事業化
を目指す。

最新データとなる平成27年の木材自給率が9月27日に発表され、前
年より2.1ポイントアップの33.3%に上昇しました。木材需給率は一昨年、
26年ぶりに3割台に回復後、堅調な動きを示しています。しかし木材総需
要量は前年比マイナス0.7%の7,530万㎥に縮小しています。
木質バイオマス発電向けの燃料材需要は右肩上がりの伸びを示すものの、

建築向けの建築用材と合板用材の需要が前年を下回る結果となりました。

需要の減少に加え、外国からの輸入材も減少していることから、国産材の
割合が相対的に増加する構図を描いています。
5月に閣議決定された新たな森林・林業基本計画では、目標年度である
平成37年度の木材総需要量を7900㎥と予測し、その5割超である4000
㎥を国産材で賄う計画としています。

木材自給率が33.3%に上昇も総需要量は0.7%減

林野庁は８月31日に、来年度（平成29年度）予算概算要求を財務省に
提出しました。
要求総額は3,436億3,800万円で、対前年度比17.2％の増。森林整備・
治山事業はともに対前年度比20％増となりました。

また、需要に応じた低コストで効率的な木材生産・供給・利用を実現する
ため、間伐材生産・路網整備やＣＬＴなどを製造する木材加工流通施設、木
質バイオマス関連施設、苗木生産施設等の整備を総合的に支援する次世代
林業基盤づくり対策（150億円）などを盛り込みました。

平成29年度林野予算要求は17.2％増の3,436億円

企業の信用調査を行っている帝国データバンクが、政府が成長産業化を
目指す「林業」にスポット当て、2014年及び2015年決算の売上高が判明
した林業関連事業者1616社を抽出し経営実態調査を行いました。
事業者の規模は全体の約54％が売上1億円未満であり、また全体の約

66％が従業員10名未満の中小規模事業者です。
都道府県別では宮崎県が最多の80社、次いで青森県（70社）、岩手県（60

社）と続き、最小は大阪府（2社）です。
抽出された林業関連事業者の2015年の売上高合計は約4502億円と前

年比7.1％増となり、増収と回答した事業者は534社で全体の33％を数え
ます。
また代表者の年齢は判明した事業者1140社で、全業種平均より5.2歳
上回る結果となり、他業者と比較し高齢化が進んでいることが判明しました。
結果として木質バイオマスやCLTなど、新たな木材需要の促進が図られ

ることにより、林業全体の活性化が図られることが期待される一方で、需要
拡大に対する木材の安定供給体制の構築と高齢化する後継者問題が課題と
して挙げられています。

林業関連事業者の経営実態調査

■ 各支店の重点取組事項 平成28年度事業計画

Topics
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平
成
24
年
4
月
よ
り
森
林
の
土
地
所

有
者
の
把
握
を
進
め
る
た
め
、
森
林
法

に
基
づ
く
森
林
の
土
地
所
有
者
と
な
っ

た
旨
の
届
出
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
森
林
整
備
を
進
め
る
う
え
で
、

「
行
政
が
把
握
し
て
い
な
い
と
必
要
な

助
言
な
ど
が
で
き
な
い
」
こ
と
や
施
業

の
集
約
化
を
図
る
上
で
「
森
林
所
有
者

へ
の
働
き
か
け
が
必
要
」
と
い
う
観
点

に
よ
る
も
の
で
す
。

届
出
は
個
人
・
法
人
に
よ
ら
ず
、
売

買
契
約
だ
け
で
な
く
相
続
や
贈
与
に
よ

り
、
森
林
（
※
）
を
新
た
に
取
得
し
た
場

合
が
対
象
と
な
り
、
面
積
の
大
小
に
関

わ
ら
ず
届
出
の
対
象
と
な
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

届
出
の
方
法
は
所
有
者
と
な
っ
た
日

か
ら
90
日
以
内
に
、
取
得
し
た
森
林
が

あ
る
市
町
村
長
に
対
し
て
届
出
を
行
い

ま
す
。
相
続
の
場
合
は
財
産
の
分
割
が

な
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
相
続
の
開
始

の
日
か
ら
90
日
以
内
に
法
定
相
続
人
の

共
有
物
と
し
て
届
出
を
す
る
必
要
が
あ

　森林整備の際、発生する残置木や
縦溝状の浸食、そこから流出して小渓
流に溜まる不安定土砂など、これらの
規模が小さい段階で流出対策してお
くことが、山地荒廃を予防・抑制する
上で効果的です。
　しかし、そうした場所は流域奥地で
あることが多く、重機・資材搬入が難
しく、費用対効果の検証や新たな山地
荒廃の原因を生むことになりかねませ
ん。
　これらの課題の解決に向け、現地に
おいて、渓間で流木の引っ掛かり方な
どを観察して、大きく4分類できること
を確認。これを人工的に作り出せるの
ではないかと注目し、組合オリジナル
の切り捨て間伐の残置木を用いた「丸
太交差工」の開発に着手しました。
　まず縮尺模型を作成して、実際の条
件に近い状態で検討するなど作業を

進め、それらの結果をもとに今年4月、
島本町大沢地区で実物を5基施工し
ました。
　X型を基本型としながらも現地の状
況に応じて丸太を組み合わせるなど、
柔軟に対応しています。現在、施工後
の変形や土砂堆積等の経過観察をし
ているところです。
　設置場所から今夏の台風に伴う豪
雨で土砂流出を確認しました。丸太交
差工は隙間が大きいので、細粒土砂を
止めることは想定していませんが、場
所により、細粒土砂まで捕捉するため
の工夫が必要と考えています。なお流
木の捕捉についても引き続き検討いた
します。
　この工法について11月29～30日
に開催される近畿中国森林管理局の
技術研究発表会に参加して発表する
予定です。

　国が提唱する林業・木材産業の成
長産業化に向け、全国各地で担い手
を養成する林業に関わる教育機関の
開設が進んでいます。
　当組合でも若年の林業作業者の確
保が喫緊の課題となっていることか
ら、その動向に注目しています。　
　そのような中、以前くみあい通信で
も紹介した京都府立森林大学校より、
20歳の学生2名をインターンとして受
け入れることとなり、10月11日から約
20日間、三島支店と南河内支店で1
名ずつ、組合の職員とともに現場作業
を体験してもらう機会を得ました。
　2名とも大阪府内の出身で、林業へ
の就業を志し、京都の森林大学校の
門を叩いたとのことで、当組合もその
気持ちをくみ取り、学校側からの打診

に対し、その受け入れを快諾しました。
　短期間ではありましたが、2名の若
者に大阪の森林で何かを感じ取って
もらえたらという思いと、若者が入る
ことにより現場の職員の刺激になれ
ばと考えています。
　未だ先行きの動向が不透明な林業
界ではありますが、今後、盤石な組合
の経営基盤を構築し、このような若者
を積極的に受け入れて、大阪の森林
を次代につないでいくことにも取り組
む必要を感じています。

　様々な分野が連携し、市内外の人たち
が高槻の良さを、ただ「見る」だけではなく、
「まちを歩く」「歴史を訪ねる」「文化を味
わう」「自然に遊ぶ」「食を楽しむ」といった
体験を通じて、新しい魅力を発見し、知る
ほどに奥深い高槻に触れるとともに集え
ることができる、体験交流型観光プログラ
ムが「オープンたかつき」です。
　高槻森林観光センターも「オープンた

かつき」の「食を楽しむ」に、しいたけ狩り&
バーベキューでエントリー。新たなお客様
を迎えることができるのではと期待を寄せ
ています。
　これからは4Kとよばれる「健康、観光、
経済、環境」の重要性が増し、クオリティの
高い「健康と観光」を提供するために地域
の環境を整え、活性化を図る時代を迎え
ると言われています。

　森林が人々にもたらす恩恵を再認識
し、森林の整備や観光センターの運営を
進めたいと考えています。
　「オープンたかつき」は来年3月31日ま
で、さまざまなプログラムが催されます。
　新たな魅力の発見を求めて、ぜひ「オー
プンたかつき」に参加してみませんか。
　詳しくは公式ホームページ（http://
open-takatsuki.jp/）をご覧ください。

り
ま
す
。

届
出
書
の
様
式
は
市
町
村
役
場
に
備

え
付
け
ら
れ
て
お
り
、
届
出
に
際
し
て

は
、
①
対
象
と
な
る
森
林
の
位
置
を
示

す
図
面
（
任
意
の
図
面
に
大
ま
か
な
位

置
を
記
入
し
た
も
の
）、
②
森
林
の
登

記
事
項
証
明
（
写
し
可
）、
ま
た
は
土

地
の
売
買
契
約
書
、
相
続
の
場
合
は
相

続
分
割
協
議
の
目
録
、
土
地
の
権
利
書

の
写
し
な
ど
権
利
を
取
得
し
た
こ
と
が

分
か
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

届
出
を
行
わ
な
い
、
も
し
く
は
虚
偽

の
届
出
を
し
た
場
合
は
、
10
万
円
以
下

の
過
料
が
科
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

森
林
を
売
却
し
た
場
合
も
次
の
所
有

者
の
方
に
、
本
制
度
を
お
伝
え
い
た
だ

き
、
所
有
者
が
分
か
ら
な
い
森
林
を
少

し
で
も
減
ら
し
て
、
健
全
な
森
林
整
備

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

制
度
を
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い

方
は
、
組
合
も
し
く
は
市
町
村
の
担
当

窓
口
、
都
道
府
県
の
出
先
機
関
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

都
道
府
県
が
策
定
す
る
地
域
森
林
計
画
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
森
林
。
登
記
上
の
地
目
に
関
わ

ら
ず
森
林
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
届
出

の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
高
い
の
で
注
意
。

ご
存
知
で
す
か
？

森
林
の
土
地
を
取
得
し
た
と
き
は

届
出
が
必
要
で
す
。

〜
森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
制
度

大阪府森林組合式
「丸太交差工」の考案京都府立森林大学校から

2名のインターン生を
受け入れ 奥地小渓流での流木化防止と山地荒廃の予防・抑制

実際の施工

オープンたかつき冊子

この秋「オープンたかつき」が始動

八塚君（南河内支店） 山下君（三島支店）

京都府立森林大学校から
2名のインターン生を



木工室

中学生以上 200円／1時間

小学生まで 100円／1時間
●材料費は実費
●5時間以上利用の場合は1,000円を
上限　（小学生は半額）

室名 午前
9～12時

午後
13時～17時

全日
9～17時

大会議室 1,500円 2,000円 3,500円

小会議室 600円 800円 1,400円
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市
域
の
7
割
を
森
林
が
占
め
る
河
内

長
野
市
。そ
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
市

民
の
み
な
ら
ず
市
外
に
も
P
R
し
、﹁
奥

河
内
﹂
の
魅
力
を
発
信
す
る
映
像
制
作

業
務
を
、
河
内
長
野
市
か
ら
受
託
し
ま

し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
建
築
事
業
部
で
は
、

映
像
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を﹁
木
と
と
も

に
暮
ら
す
﹂
に
設
定
。

　

大
阪
で
活
躍
す
る
デ
ザ
イ
ン
ユ
ニ
ッ

ト﹁
g
r
a
f
﹂
と
共
同
で
、
林
業
の

現
場
～
加
工
・
製
材
～
住
宅
建
築
と
、河

内
材
が
生
み
出
さ
れ
て
活
用
さ
れ
る
ま

で
を
優
し
い
音
楽
に
の
せ
た
動
画
が
完

成
し
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
市
民
が
身
の
回
り

の
生
活
道
具
を
D
I
Y
で
製
作
す
る
様

子
も
紹
介
。

　

こ
の
動
画
は
河
内
長
野
市
が
主
催
し

﹁
お
お
さ
か
河
内
材
﹂を
用
い
た
、子
供
に

贈
る
机
と
椅
子
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
す
る

コ
ン
テ
ス
ト
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
も
採
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

河
内
長
野
市
で
は
、
豊
か
な
自
然
と

多
く
の
緑
や
き
れ
い
な
水
に
恵
ま
れ
た

地
域
の
P
R
を
進
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

組
合
と
し
て
も
、
P
R
へ
の
協
力
と
と

も
に
、﹁
豊
か
な
自
然
環
境
﹂
の
維
持
と

﹁
木
と
と
も
に
暮
ら
す
﹂
生
活
の
実
現

に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

映
像
は
y
o
u
t
u
b
e
の
河
内
長

野
市
役
所
を
検
索
い
た
だ
く
か
、
次
の

U
R
L
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

注
文
住
宅
か
ら

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
住
宅
へ

　

建
築
事
業
部
で
は
、
自
由
設
計
の
注

文
住
宅
に
加
え
、
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
の
ご

提
案
に
よ
る
家
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

モ
デ
ル
プ
ラ
ン
は
敷
地
形
状
や
家
族

構
成
に
合
わ
せ
た
数
例
を
ご
用
意
。そ

こ
か
ら
お
客
様
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や

条
件
に
合
わ
せ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る

こ
と
に
よ
り
、
最
適
の
1
棟
を
作
り
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

モ
デ
ル
プ
ラ
ン
は
、
ご
提
案
時
に
参

考
価
格
を
お
示
し
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
家
の
予
算
が
把
握
し
や
す
い
だ
け
で

な
く
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
、お
打
ち
合
わ
せ
が

可
能
と
な
り
、ト
ー
タ
ル
と
し
て
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
つ
な
げ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

モ
デ
ル
プ
ラ
ン
は
年
内
を
目
途
に
検

討
し
、
来
年
早
々
に
建
築
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
致
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

カトラリーの手作りキット

建築事業部もスタッフとして参加

モデルプランの元になる新築施行例

　
木
根
館
で
の
木
工
イ
ベ
ン
ト
・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
毎
月
1
回
の
ペ
ー
ス

で
開
催
し
て
お
り
、
お
か
げ
様
を
も
ち

ま
し
て
、好
評
を
博
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
平
成
28
年
度
下
半
期
の
イ

ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
決
ま
り
ま
し

た
の
で
、お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
木
根
館
で
は
、
新
た
に
カ
ト
ラ
リ
ー

（
ス
プ
ー
ン
・
フ
ォ
ー
ク
）
の
手
作
り

キ
ッ
ト
の
取
扱
い
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た「
く
ろ
ま

ろ
の
郷
」
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
受

付
、
木
根
館
に
て
製
作
作
業
を
行
っ
て

い
た
だ
く
も
の
で
あ
り
、
木
根
館
が
あ

る
河
内
長
野
市
高
向
地
区
の
各
種
施
設

が
連
携
し
、
地
域
の
魅
力
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
の
一
環
で
す
。

　
お
お
さ
か
河
内
材
の
ヒ
ノ
キ
で
作
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ト
ラ
リ
ー
は
、
ご
自
身

の
記
念
と
し
て
、
ま
た
贈
り
物
と
し
て

も
喜
ば
れ
ま
す
。

　
新
た
な
仕
掛
け
が
い
っ
ぱ
い
の
木
根

館
に
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇ワークショップ
施設名 イベント名 内容 開催日 申し込み

ラ・フォレスタ 森のマルシェ
フォレスタの屋外デッキにて、手作りスイー
ツ、地場産のお野菜の販売。建築事業部によ
る住宅相談会も開催。

平成28年
11月27日

ラ・フォレスタ
木彫り体験

バターナイフづくり
干支にちなんだグリップ部分が鶏の形のバタ
ーナイフづくり（さくら材）

平成28年
11月27日 随時受付

木根館
木工教室

ままごとキッチン

毎回人気のおおさか河内材でつくる「ままご
とキッチン」（完成まで2日かかります）
490Ｗ×275Ｄ×910Ｈ

平成29年
1月22日、1月29日

平成28年
12月5日〜

ラ・フォレスタ 寄せ紙細工
〜森の別宅〜

戦慄する折り目の美しさ、造形の確かさ類を
見ない紙細工がやってくる。

平成29年
2月3日〜3月26日

平成29年
1月5日〜

木根館 木工教室
ままごと冷蔵庫

ままごとキッチンと並べて使える「ま
まごと冷蔵庫」
300Ｗ×320Ｄ×600Ｈ

平成29年
2月26日

平成29年
2月1日〜

木根館 花が際立つ
〜花フレーム

お好みの花を並べれば、絵画のような
可愛いフレームとなります。
500Ｗ×730Ｄ×950Ｈ

平成29年
3月25日

平成29年
3月1日〜

ラ・フォレスタ 木彫り体験
小鳥のブローチづくり

ヒバの木色を生かした小鳥のブローチ
づくり

平成29年
3月26日 随時受付

木根館 ラ･フォレスタ
イベント情報

■建築事業部フリーダイヤル
 0120‐630‐854

■建築事業部ホームページURL
http://www.sinrin.org

■木根館 利用案内

●ラ・フォレスタ  ☎0721-72-0090
ホームページ▶http://www.sinrin.org/foresta/sinrinforesta
●木根館 ☎0721-64-8151
ホームページ▶http://www.sinrin.org/kinkonkan

Facebookも開始HPもリニューアル

建築事業部だより

https://www.youtube.com/
user/kawachinaganocity

youtube
URL

モ
デ
ル
プ
ラ
ン
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
へ

河
内
長
野
市
か
ら「
木
」の
P
R
映
像
制
作
を
受
託 

■モデルの一例
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8
／
11
は
国
民
の
祝
日「
山
の
日
」

能
勢
妙
見
山��

山
の
日
フ
ェ
ス
タ
開
催

（
主
催
：
能
勢
妙
見
山・能
勢
電
鉄
株
式
会
社・

能
勢
町・大
阪
府
森
林
組
合
豊
能
支
店
）

こ
れ
ま
で
大
阪
府
に
お
い
て
は
、
毎

年
11
月
第
2
土
曜
日
を
﹁
お
お
さ
か
山

の
日
﹂
と
し
て
、
府
内
各
地
で
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
本
年

よ
り
﹁
山
に
親
し
む
機
会
を
得
て
、
山

の
恩
恵
に
感
謝
す
る
﹂
こ
と
を
趣
旨

に
、﹁
山
の
日
﹂
が
国
民
の
祝
日
と
し
て
、

8
月
11
日
に
制
定
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
て
国
民
の
祝
日
と
な
っ
た
今

年
の
8
月
11
日
、
大
阪
府
能
勢
町
（
妙

見
山
）
に
お
い
て
、﹁
山
の
日
﹂
を
記

念
し
、
地
域
の
関
係
各
機
関
が
連
携
し

﹁
能
勢
妙
見
山　

山
の
日
フ
ェ
ス
タ
﹂

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
9
日
に
京
都
府
南
丹
市
日
吉
町

に
あ
る
﹁
府
民
の
森
ひ
よ
し
﹂
で
第
40

回
全
国
育
樹
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

育
樹
祭
は
国
土
緑
化
運
動
の
一
環
と

し
て
、
活
力
あ
る
み
ど
り
の
造
成
機
運

を
高
め
、
次
世
代
に
わ
た
る
連
体
制
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
植
樹
祭
を
開

催
し
た
都
道
府
県
に
お
い
て
、
毎
年
秋

季
に
行
わ
れ
る
全
国
行
事
で
す
。

本
年
は
隣
県
の
京
都
で
の
開
催
と
い

う
こ
と
で
、
当
組
合
か
ら
も
組
合
長
ほ

か
数
名
で
式
典
に
出
席
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

ご
臨
席
さ
れ
た
皇
太
子
さ
ま
よ
り
、

﹁
森
林
を
守
り
育
て
、木
と
と
も
に
人
々

が
暮
ら
し
て
き
た
文
化
が
、
京
都
の
地

か
ら
全
国
、
未
来
へ
継
承
さ
れ
て
い
く

こ
と
を
願
う
﹂
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ

き
、
育
樹
祭
が
開
幕
。

ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

北
山
杉
の
枝
を
幹
か
ら
切
り
落
と
す

﹁
枝
打
ち
﹂
や
、
木
の
光
沢
を
引
き
出

す
﹁
丸
太
磨
き
﹂
の
職
人
技
、
伝
統
儀

式
﹁
釿
（
ち
ょ
う
な
）
は
じ
め
﹂
が
披

露
さ
れ
、
特
に
細
く
伸
び
た
杉
の
木
に

登
り
、
枝
払
い
を
す
る
様
子
に
は
歓
声

が
上
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。

式
典
の
ス
テ
ー
ジ
に
は
、
京
都
の
伝

統
で
あ
る
北
山
の
磨
き
丸
太
を
背
面
に

配
置
し
、
ス
テ
ー
ジ
や
会
場
の
ベ
ン
チ
、

プ
ラ
ン
タ
ー
カ
バ
ー
、
花
壇
に
至
る
ま

で
ふ
ん
だ
ん
に
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
材
が
使

8
月
9
日
に
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
2
府
5

県
の
各
地
で
推
薦
さ
れ
た
林
業
研
究
グ

ル
ー
プ
の
活
動
発
表
コ
ン
ク
ー
ル
が
あ

り
、
大
阪
府
を
代
表
し
て
島
本
町
林
業

推
進
協
議
会
が
参
加
、
事
例
の
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

同
協
議
会
で
は
森
林
整
備
を
推
進
す

る
た
め
に
、
島
本
町
や
森
林
組
合
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
、
天
王
山
周
辺
森
林

整
備
や
サ
ン
ト
リ
ー
天
然
水
の
森
、
森

林
・
山
村
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
、

境
界
明
確
化
事
業
、
島
本
町
農
林
業
祭

な
ど
の
各
種
事
業
に
つ
い
て
、
各
地
区

の
推
進
委
員
が
地
元
森
林
所
有
者
へ
の

啓
発
や
説
明
会
の
段
取
り
、
同
意
の
取

り
つ
け
へ
の
協
力
や
、
会
員
有
志
に
よ

る
自
発
的
な
竹
製
品
製
作
提
供
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
町
民
主
体
の
環
境
セ

当
組
合
は
、
能
勢
町
と
と
も
に
ク
リ

ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ
を
担
当
。

当
日
は
、
暑
さ
厳
し
い
中
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ
だ
け

で
も
4
9
0
名
の
参
加
が
あ
り
、日
々

の
山
の
恵
み
に
感
謝
し
、
ハ
イ
キ
ン
グ

を
楽
し
み
な
が
ら
、
ゴ
ミ
拾
い
に
も
汗

を
流
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

組
合
で
は
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ
の

参
加
者
に
感
謝
の
意
味
を
込
め
て
、﹁
山

の
日
記
念
焼
印
入
り
丸
太
コ
ー
ス
タ

ー
﹂
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

焼
印
を
押
し
た
コ
ー
ス
タ
ー
は
参
加
者

に
も
大
好
評
で
し
た
。

用
さ
れ
る
な
ど
木
材
と
の
関
わ
り
を
ア

ピ
ー
ル
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

国
土
緑
化
が
目
的
で
あ
る
育
樹
祭
で

す
が
、
管
理
が
行
き
届
か
ず
荒
廃
に
直

面
し
て
い
る
森
林
も
少
な
く
な
い
こ
と

か
ら
、
林
業
振
興
や
木
材
の
利
用
な
ど
、

森
林
と
の
共
栄
共
存
を
テ
ー
マ
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
催
し
と
す
る

こ
と
を
、
一
考
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

感
じ
ま
し
た
。

来
年
は
香
川
県
で
の
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
東
大
寺
地
区

の
井
上
和
夫
委
員
が
発
表
者
と
な
り
、

上
述
の
よ
う
な
地
道
で
あ
る
も
の
の
、

日
々
の
幅
広
い
活
動
を
発
表
さ
れ
ま
し

た
。他

府
県
代
表
か
ら
は
、
山
間
部
の
苦

労
や
林
業
の
低
迷
と
い
う
厳
し
い
状
況

の
中
で
、
観
光
や
地
域
振
興
な
ど
地
域

に
根
ざ
し
た
独
自
の
取
組
み
が
発
表
さ

れ
、
今
後
の
参
考
に
な
る
事
例
ば
か
り

で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
同
協
議
会
の
活
動
は
、

＂
都
市
近
郊
の
立
地
で
あ
る
が
ゆ
え
、

身
近
な
森
林
へ
の
関
心
が
低
い
中
で
、

森
林
林
業
へ
の
理
解
者
を
増
や
す
＂
努

力
を
認
め
て
い
た
だ
き
、
見
事
2
位
に

当
日
は
他
に
も
能
勢
妙
見
山
に
よ
る

登
山
靴
供
養
や
、
一
万
年
の
ブ
ナ
原
生

林
内
で
の
ラ
イ
ブ
、
薪
割
体
験
、
そ
の

他
に
も
能
勢
電
鉄
沿
線
の
地
域
団
体
や

店
舗
、
登
山
用
品
専
門
店
な
ど
数
多
く

の
出
店
が
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
は
大
盛
況

の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

山
や
森
林
へ
の
市
民
の
意
識
と
理
解
を

高
め
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

森
林
組
合
は
系
統
運
動
な
ど
に
代
表

さ
れ
る
全
国
の
画
一
的
な
取
り
組
み
も

進
め
る
一
方
で
、
地
域
ご
と
の
森
林
が

抱
え
る
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
対
す
る
地
域

で
の
合
意
形
成
を
図
る
上
で
、
林
業
推

進
協
議
会
は
、
そ
の
調
整
役
・
推
進
役

と
し
て
今
後
も
重
要
な
役
割
を
担
う
存

在
で
あ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

全
国
育
樹
祭
に
出
席
し
て
き
ま
し
た
。

島
本
町
林
業
推
進
協
議
会

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

活
動
発
表
コ
ン
ク
ー
ル
で
2
位
入
賞
!

コンクールで入賞を果たした島本町林推協委員
（写真中央、賞状を持つのが井上委員）

北山杉の枝打ち 育樹祭会場

山の日記念焼印入り丸太コースター


